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町の人口

10月31日現在

世帯数 2. 9 1 4 
男 6.1 1 8 
女 6.3 5 0 
総人口 1 2. 468 
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と
じ
て
お
き
ま
し
ょ
う

内問印刷印刷企画室編集今金町役場発行

O 
一一一"..._-川・・一一一一・刷一一一一・・山岨幽"一一-，，，，，一一-一一1111..川l・・l附・・I!III・・川H・・11111..川H・・川l・・l川・川H・・11川・・川l・・11I1I1.IUII・・川11"川H・・11111..川一一一一一一一一一一・側一一山ー_...ー…--，..・一・...・・…--"・ー川月2 

自市

走

い
よ
/
¥
・
師
走
の
月
に
は
い

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
寒
々
と

し
た
冬
の
自
然
が
展
開
し
ま
す

ほ
か
の
季
に
く
ら
べ
て
冬
季

の
生
活
は
な
に
か
と
気
を
配
ら

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
十
二
月
は
一
年
の
総
決

算
の
月
に
当
り
ま
す
。

あ
ま
り
抑
し
つ
ま
ら
な
い
う

ち
に
新
し
い
年
を
迎
え
る
準
備

を
と
と
の
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
年
末
年
始
に
か
げ
て
の

防
犯
運
動
、
火
災
予
防
、
交
通

事
故
防
止
運
動
な
ど
に
ぜ
ひ
協

力
し
た
い
も
の
で
す
。

一
方
二
十
日
前
後
か
ら
冬
休

み
に
は
い
る
学
童
の
生
活
指
導

や
冬
期
に
は
い
っ
て
急
に
ふ
え

る
か
ぜ
の
予
防
な
ど
十
分
気
を

配
っ
て
健
康
な
年
末
を
す
ご
し

た
い
も
の

で
す
。

2.=野ネヌミ駆除 石JHJ;.枇入後に 町@尺生!t) ~ /ltと子の:u悼式

3._怪綬箆彰 知事表彰祝賀会 多話事非"防止 ..=厚生年金保ぽ広島 年末の前便
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プ

野

ネ

ズ

戸、
リ

コ

快
晴
に
恵
ま
れ
た
十

一
月
八

日
午
前
九
時
か
ら
奥
沢
地
区
で

森
林
田
ギ
ャ
ン
グ
(
野
、
ネ
ズ
ミ

石
井
政
吉
氏
が

収

入

役

任
期
満
了
と
な
っ
て
到
返
し

タ
!
で
駆

除

、、
『

の

)
退
治
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

-
散
布
さ
れ
た
山
林
は
松
原
産

調

‘
業
株
式
会
社
所
有
白

M
圃

か

ら

ま

っ

一
O
五
へ

場

四

ク

タ

1
ル
で
散
布
す

w

ト

る
時
聞
は
ト
五
分
間

渇

プ

の
ア
l
ツ
と
い
う
問

ニ

同

で
し
た
。
殺
そ
剤
白

沖田

州

空
中
散
布
は
国
有
林

吋
-
苅

で
は
数
年
前
よ
り
実

4
阪
施
さ
れ
て
お
り
ま
し

A
F
一

悼

た

の
で
そ
の
効
果
は

h

船
田
引
す
で
に
立
証
ず
み
。

脇
市
鳴
民
有
林
の
場
合
造

聞
2

林
地
が
散
在
し
て
お

闘
掴
り
経
費
が
多
く
か
さ

た
吉
村
太
郎
氏
の
後
任
収
入

一

役
に
石
井
政
官
氏
(
前
民
生

f

課
長
如
才
)
が
+
月
二
五
日

土

町
議
会
で
選
任
さ
れ
ま
し
た

氏
は
昭
和
八
年
幌
加
内
村

役
場
を
ふ
り
出
し
に
吏
員
生

活
に
入
り
そ
白
間
満
洲
閃
に

渡
り
希
望
を
燃
や
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
が
終
戦
後
文
史
民

生
活
に
も
ど
り
今
金
町
の
財

政
係
長
、
社
会
課
長
、
四
十

年
四
月
よ
り
民
生
課
長
な
ど

の
転
に
あ
っ
た
。

I 

物
を
知
事
を
へ
て
停
生
大
臣
が

植
村
金
三

日
進
天
草
久
栄

町
の
民
生
委
員
き
ま
る

蚕
略
す
る
ζ

と
に
な
り
ま
す

。

鈴

岡

鈴

木

松

助

八

束

遠

藤

三

新

三

人

百円
任

二

十

一

人

本

町

も

去

る

十

月

十

五

日

す

千

雄

盟

国
南
川
繁
今
金
本

十
一
月
三
卜
一

日
を
以
て
任
い
せ
ん
委
員
会
を
開
き
す
い

せ

田

一
一一一

H

尾
形
哲
夫

金

原

期
満
了
由
民
生
蚤
員
は
十
二
月
ん
白
手
続
を
終
え
ま
し

た

。

伊

藤

一

雌

英

利

河

宗

像

朝
司

一
回
全
同
一

せ
い
に
改
選
が
行

正
式
の
委
嘱
は
砕
令
が
届
か

花

石

山

口

吉

太

郎

中

里

中

島

な
わ
れ
ま
す

。

な

け
れ

ば

な

り

ま

せ

ん

が

、

す

末
弘

住

吉

車
問
政
之
助
積

川
加
膿
国
車

M

原
口
円
日
己
稲

こ
の
委
員
は
法
律
に
定
め
ら
い
せ
ん
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お

他
猪
股
敬
二
今
余
白
石
光
サ
ー

れ
た
枠
に
よ
っ
て
市
町
村
内
で
り
で
す
。

M

松
崎
長
政

H

内
川
ト
モ

す

い

せ

ん

畳

員

が

住

民

に

代

つ

神

丘

山

本

民

古

今

金

多

川

山

消

水

キ

ン

白
布
大
間
財
政
太

て
民
生

委

員

と

し

て

適

当

な

人

よ

郎

極

川

石

原

敬

政

三

代

郎

八

束

有

塚

正

人

1
・4
E
a
l
-
-
:
・0
2
4
z
o
-
-
4
t
a
v
-
-
o
:
O
Z
O
z
a
-
-
4
2
0
5
4
2
4
1
4
1
0

む
な
ど
の
理
由
に
よ
り
比
較
的
今
企
町
の
山
林

よ

り

野

不

ズ

れ

を

突
出
問
と
し
て
考
え
た
い
も

叫
引
退
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ミ
を
追
放
し
て
楽
し
い
山
づ
く
白
で
す
。

し
か
し
今
回
の
実
験
に
よ
り
り
を
す
る
た
め
空
中
散
布
を
こ

人
力
を
使
っ
た
よ
り
二
割
位
安

く
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

昨
年
度
か
ら
野
ネ
ス
ミ
が
各

地
に
於
て
先
略
発
生
し
て
折
角

育
て
た
造
林
が
被
害
を
受
け
甚

だ
し
い
と
と
る
は
全
滅
し
た
と

と
ろ
も
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
に
拠
常
発
生
し
た
の

で
は
仲
々
全
滅
さ
せ
る
ζ

と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
白
場
合
ど
の
位
由
経
世

が
か
か
る
か
と
い
う
と、

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り

灘
剣
山
H

二
九

O
円

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

二
九
の
円

散
布
手
数
料

合

計

五

八

O
内

そ
白
う
ち
川
と
退
か
ら
半
蛸
明

白
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
実

際
白
負
担
は
二
九

O
円
に
な
り

ま
す
。

母
と
子
の
家
の
上
と
う
式

f
一
月
十
二
日
午
後
三
時

か

祉

を

増

進

す
る
こ
と
に
役
だ
て

ら
母
と
チ
の
ま
り
上
と
う
式
が

る

も

の
で
す。

附
係
昌
に
よ
り
小
田
」
降
る
現
地
建
物
の
規
模
は
一
階
が
一
四

で

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

問

、

九

二

平

方

メ

ト

ル

(

問

母
と
子
の
草
は
ほ

と

子

の

福

三

、
八
凶
坪
)
ニ
附
が
阿
回
、

七

一
平
方
メ
ー
ト
ル

(
一三、

五
二
坪
)
合
計
一
八
九
、
六
三

平
方
メ
ー
ト
ル

戸
五
七
、
三
六

坪
)
で
す
。
内
部
は
相
談
明
推

事
務
謡
、
遊
ぎ
室
、
図
hr川
虫
、

集
会
室
、
洗
面
所
便
所
、
行
理

人
室
な
ど
に
わ
か
れ
て
い
ま
す
-

ζ

の
工
事
費
は
三
三
-
一
万
円

か
か
り
そ
の
う
ち
迫
の
補
助
金

一一一

O
万
円
で
す
。

完
成
予
定
は
十
二
月
二
十
日
で

す
が
早
く
立
派
な
建
物
が
で
き

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

写
真
"
母
と
子
の
家
上
と
う
式

人
物
往
来

十
月

二
日
H
建
設
省
宮
下
技
官、

同
u
森
技
官
公
共
土
木
災

害
査
定
の
た
め

三
回
目
桧
山
支
庁
伊
藤
地
方

部
長
、
中
野
八
雲
屯
相
昭

電
話
局
長
役
場
庁
舎
起

工
式
客
列
白
た
め

四
日
H
桧
山
支
庁
大
戸
経
済

部
長
観
光
診
断
の
た
め

六
日
H
背
悶
局
山
城
貨
物
諜

長
あ
い
さ
つ
の
た
め

七
日

H
刷
開
発
庁
訟

m予
算
主

幹
北
部
総
合
か
ん
ば
い

地
域
観
察
の
た
め

+
七
回
目
農
林
省
中
線
技
官

民
業
構
造
改
善
事
業
視

察

二
十
一
日
H
都
丸
股
輔
技
官

杉
制
大
蔵
事
務
官
ほ
か

肢
柿
災
性
査
定
の
た
め

二
十
一
日

n北
海
道
屯
気
通

信
施
設
部
加
藤
調
査
役

あ
い
さ
つ
の
た
め

二
十
五
日

H
第
十
一
師
川
上

H

時
刷
師
長
官
加
道
路
引

渡
し
式
出
席
目
た
め

二
十
七
日
H
道
出
業
糾
造
改

普
審
議
会
委
員
訓
査
白

た
め



明出品目:( 3)山川:山"""，"広報いまかね"出"'''''''''"''山111mmllmmmiltH:;l山"山:昭和40年12月l日""''''''''''出."出[第鈎号〕 巴-

い百 今

普手 町をあげてのお祝 書士
館名 学月
はあ ::....:::=::::::::-..;i:<...;.;;;;' 戸 主 校三

品5安部町長ら田氏の合同祝賀会 主i
日が / 館後
ば出め来 し聞が同会、/吉前 I組，J;lJI町 章 でー
か席町賓当たか盛祝長辻村収合 岩表 長の 監時
り L民 は 目。れ大賀の 商 太入長醐 彰 、安 緩 か
は広三じは まに会 合工郎役 、協の知部演ら

せ
ま
い
感
じ
、
合
同
祝
賀
会
を

発
起
人
を
代
表
し
て
清
水
正
義

氏
が
全
凶
で
も
数
少
い
慌
緩由民

章
の
安
部
町
長
の
栄
誉
や、

長

年
の
功
労
に
よ
り
知
事
表
彰
に

締
き
ま
し
た
三
氏
自
名
な
ば
か

り
で
な
く
地
元
今
金
町
田
大
き

な
誇
り
で
す
皆
さ
ん
と
共
に
謝

意
の
微
意
を
表
す
る
た
め
お
祝

い
い
た
し
ま
し
ょ
う
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

来
質
よ
り
の
讃
辞
が
つ
ぎ
つ

ぎ
と
白
べ
ら
れ
祝
沼
田
敏
鉱
白

あ
と
中
学
校
生
徒
に
よ
る
お
祝

白
パ
ン
ド
前
奏
、
姉
人
会
の
踊

り
役
場
庶
民
白
泌
奏
な
ど
が
あ

り
場
内
は
お
祝
一
色
に
満
ち
あ

ふ
れ
ま
し
た。

写
真
日
お
祝
い
さ
れ
る
四
氏

あ
い
さ
っ
す
る
清
水
正
義
氏

未
成
年
者
を
酒
、

か
ら
守
ろ
う

「叩
才
未
満
の
者
に
酒
、

た

ば
こ
を
の
ま
せ
な
い
運
動
」
が

昭
和
四

l
年
1
一
月
一
日
か
ら

開
和
凶
十
一
年
三
月
三
十

一日

ま
で
の
五
カ
月
間
行
な
わ
れ
ま

す
。特
に
十
一
月
上
旬
、
十
二
月

中
旬
、
附
和
凶
十
一
年
二
月
中

旬
を
強
調
旬
聞
と
し
て
重
点
的

に
行
な
わ
れ
ま
す
。

主
催
は
北
海
道
背
少
年
問
題

協
議
会、

今
金
町
古
少
年
問
題

協
議
会
で
こ
の
連
動
は
社
会

白
す
べ
て
の
人
が
次
代
を
に
な

う
少
年
に
対
し
深
い
理
解
と
愛

た
ば
こ

情
を
寄
せ、

心
身
の
先
達
に
わ

る
い
酒
と
た
ば
こ
の
汚
か
ら
少

年
を
守
り
、
少
年
の
非
行
防
止

と
健
全
育
成
を
は
か
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

具
体
的
な
実
施
耶
羽
は
別
記

の
と
お
り
で
す
。

家
庭
で
は

【し
つ
り
の
徹
底
】

⑦
未
成
年
の
う
ち
は
泊
矧
、
た

ば
こ
を
の
ま
な
い
よ
う
に
し
つ

け
の
徹
底
を
は
か
る
こ
と
。

【酒
、
た
ば
こ
を
買
わ
せ
な
い
】

②
特
別
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り

未
成
革
者
に
柑
矧
た
ば
こ
白
腕

入
の
た
め
っ
か
わ
な
い
よ
う
に

寸
4

。。
【酒
、
た
は
こ
を
す
す
め
な
い
】

③
未
成
年
者

ι柄
、
だ
ば
こ
を

す
す
め
な
い
こ
と
.
仰
に
祭
典

の
場
合
家
人
や
来
符
は
気
を
つ

け
る
よ
う
に
。

【酒
た
ば
こ
の
保
管
の
注
意
】

@
酒
頬
、
た
ば
こ
の
保
包
や
ば

肌
の
あ
と
か
た
ず
け
に
は
充
分

注
意
す
る
こ
と
。

【理
解
の
徹
底
】

⑤
京
成
年
者
に
と
っ
て
州
知
た

ば
こ
は
心
身
の
他
企
な
発
達
を

妨
げ
る
の
み
な
ら
ず
』
行
白
第

一
歩
で
あ
る
こ
と
を
充
分
理
解

さ
せ
る
こ
と
。

【
順
法
精
神
の
か
ん
楚
】

⑥
未
成
年
者
は
、
法
律
に
よ
っ

て
酒
類
、
た
ば
こ
を
の
む
こ
と

が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
よ

〈
知
ら
せ
、
順
法
精
神
の
か
ん

援
を
は
か
る
こ
と
。

ま
た
、
わ
が
子
白
所
持
口
聞
に

は
常
に
注
意
を
は
ら
う
こ
と。

学
校
で
は

【
指
導
の
強
化
、
徹
底
】

①
酒
類
、
た
ば
こ
白
有
存
性
と

法
違
反
に
つ
い
て
充
分
理
解
さ

せ
る
こ
と
。

酒
類
、
た
ば
ζ

白
問
題
を
学

級
活
動
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
等
の
時

聞
を
利
用
し
て
充
分
討
議
さ
せ

未
成
年
の
う
ち
は
絶
対
に
酒
頬

た
ば
こ
を
白
ん
で
い
る
生
徒
を

発
見
し
た
と
き
は
そ
の
友
人
関

係
、
家
庭
環
民
等
を
よ
く
調
査

の
う
え
本
人
の
心
理
状
態
を
よ

〈
把
握
し
て
お
極
的
に
個
別
指

却
を
行
な
う
こ
と
。

特
に
非
行
の
あ
る
生
徒
の
指

導
に
は
充
分
間
意
す
る
こ
と
。

【
関
係
機
関
と
の
協
議
]

②
飲
酒
、
喫
煙
の
常
習
及
び
恋

質
な
も
の
を
先
見
し
た
と
き
は

関
係
機
関
と
協
議
の
う
え
、

適

切
な
指
却
を
行
な
う
こ
と。

自
衛
官
募
集

若
人
の
皆
様

保
障
さ
れ
た
将
来
、

恵
ま
れ

た
待
泊
、
盟
宮
な
資
格
免
許
申

取
得
で
き
る
自
衛
隊
へ

初
任
給一二、

八
O
O円

受
付

随
時
受
付
け
を
し

て
お
り
ま
す

又
試
験
は
毎
金
眼
目
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
直
接
分
駐
所

文
は
役
場
に
お
問
合
せ
下
さ
い
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厚
生
年
金
保
険
法
の
改
正

年

金

は

月

額

一

万

円

に

老
後
の
生
活
を
保
証
す
る
老

令
年
金
は
、
従
来
の
倍
額
程
度

に
引
き
あ
げ
ら
れ
い
わ
ゆ
る
一

万
円
年
金
白
実
現
を
み
ま
し
た

H

在
戦
中
で
も
耳
金
を
H

者
令
年
金
は
、
一
定
の
保
険

加
入
期
間
と
、

一
定
の
年
令
す

な
わ
ち
、
女
子
の
場
合
五
十
五

才
、
男
子
の
場
合
六
十
才
(
炭

鉱
の
坑
内
夫
は
五
十
五
才
)
以

上
で
、
退
転
し
て
い
る
こ
と
が

条
件
で
す
が
、
い
ず
れ
も
六
十

五
才
に
な
れ
ば
な
眠
中
で
も
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

H

遺
族
茸
金
を
あ
な
た
に
も

“

ご
主
人
が
不
幸
に
し
て
亡
く

な
ら
れ
た
場
合
、
従
来
の
遺
族

年
金
は
、
十
八
才
未
満
の
子
ど

も
を
叢
っ
て
い
な
い
四
十
才
未

満
白
妻
は
、
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
ん
ど

の
改
正
で
は
、
こ
う
し
た
条
件

を
な
く
し
て
、
生
活
扶
助
を
受

け
て
い
た
妥
に
は
、
す
べ
て
支

給
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た

n

保
険
料
も
変
わ
り
ま
し
た
“

保
険
料
の
料
率
が
給
付
内
百

を
改
善
し
た
こ
と
に
伴
い
、
つ

ぎ
由
と
お

n
少
し
引
さ
あ
げ
ら

れ
た
。

O
一
般
男
子
被
保
険
者
お
よ
び

任
意
継
続
被
揖
験
者

輔
副
準
報
酬
〔
給
料
)
白
千
分

の
三
十
五
か
ら
干
分
白
五
十
五

にO
女
子
被
慢
険
者

標
準
報
酬

(給
料
)
の
千
分

の
三
十
か
ら
千
分
の
三
十
九
に

O
坑
内
夫
被
保
険
者

標
準
報
酬
(
給
料
)
の
干
分

の
四
十
こ
か
ら
千
分
の
六
+
七

に

以
上
白
ほ
か
、
立
干
の
脱
滋

手
当
金
や
障
害
年
金
に
つ

い
て

も
そ
れ
ぞ
れ
改
善
さ
れ
ま
し
た

く
わ
し
い

こ
と
は、

も
よ
り

の
掛
金
保
険
事
務
所
で
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

年
末
の
郵
便
に
御
協
力
を

年
末
の
郵
政
は
ぼ
う
大
な
け

弘

こ

ろ

は
貨
車
民
で
述
ぶ
こ
と
に

に

ふ

え

ま

す

。

な

り

十

日

以

上

か

か

る

ζ

と
が

と
く
に
十
二
月
後
半
は
平
地
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
十
二
月
十

H
の
三
倍
か
ら
八
備
に
も
達
す
五
日
以
降
は
年
賀
状
の
引
受
け

る
ほ
の
部
似
物
を
取
り
扱
う
こ

が

始

ま

る
の
で
局
内
が
い

っ
ぱ

と

に

な

り

ま

す

。

い

の

状

態

と

な

り

ま

す

。

こ
の
た
め
郵
便
局
で
は
い
ろ
し
た
が
っ
て
小
包
は
な
る
べ

い
る
努
力
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
辿
く
十
二
月
十
五
日
ご
ろ
ま
で
に

ぶ
よ
う
し
て
お
り
ま
す
が
み
な
差
し
出
し
て
下
さ
い
。

さ
ん

の

理

解

あ

る

協

力

を

お

断

包

装
は
か
な
り
十
分
な
つ
も

い
し
で

い

ま

す

。

り

で

も

中

身

が

抜

け

て

落

ち

た

て

小
包
に
つ
い
て

り
沼
気
が
し
み
出
た
り
し
ま
す

年
末
の
小
包
輸
送
は
速
い
と
の
で
内
容
を
保
護
で
き
る
よ
う

厳
重
に
包
装
し
荷
札
は
ニ
枚
つ

け
て
下
さ
い
。

二
、
年
賀
状
に
つ
い
て

普
通
ハ
ガ
キ
を
年
賀
に
使
用

す
る
阻
割
合
は

『年
賀
」
と
赤
で

奇
い
て
下
さ
い
。

年
賀
の
特
別
取
扱
則
聞
は
十

二
月
十
五
日
か
ら
十
二
月
二
十

八
日
ま
で
で
す
か
ら
な
る
べ
く

十
二
月
二
十
二
日
頃
ま
で
に
お

出
し
下
き
い
。

毎
年
迷
い
郵
伎
が
相
当
で
て

お
り
ま
す
白
で
子
供
き
ん
の
場

合
世
帯
主
白
扇
が
き
を
つ
け
る

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
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こ
の
内

ど
、
次
の
団
体
が
凶

民
年
金
優
良
納
付
組
織
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

南
豊
受
部
港
会
(
北
海
道
国

民
年
金
協
会
長
五
彰
)

上
稲
拙
部
弟
会

一

(
函
館
祉

春
日
井
婦
人
会
-
会
保
険
事

務
所
長
表
彰
)

こ
れ
ら
の
団
体
は
拠
出
制
国

民
年
金
制
度
の
発
E
当
時
よ
り

納
付
組
合
を
組
織
し
、
納
期
別

検
認
事
が
常
に
九
O
M却
を
越
え

制
度
目
普
及
推
進
E
積
極
的
に

協
力
し
た
の
を
認
め
ら
れ
、
表

彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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